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「十勝農業新技術」の発行が始まった 1993 年以降、
十勝農業は大きく飛躍してきました。排水対策な
どの基盤整備、機械化やＩＴ化、生育管理技術の
進歩、農業関係者の努力によって、畑作と酪農・
畜産のそれぞれで生産力は向上。農業産出額・取
扱高は、1993 年の 2000 億円余りが 2022 年には
3700 億円に達しました。ＪＡネットワーク十勝や
十勝農協連は 2026 年の目標に 4100 億円を掲げ
ていて、さらなる成長、進化が期待されています。

農業新技術・十勝農業30年のあゆみ

躍進の農業 4000億時代へ
十勝農業の主な動き（１９９3年以降）

十勝の農業産出額/ＪＡ取扱高の推移
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※2006年まで農水省が発表。国の統計情報業務見直しなどにより 2007年は発表を見送り、2008年から管内ＪＡ取扱高として発表。

ガット・ウルグアイラウンド農業交渉合意

記録的冷害で豆類などに被害

食料・農業・農村基本法の制定

口蹄疫発生。雪印乳業大樹工場で粉乳食中毒事件

道内でＢＳＥ発生、全頭検査始まる

第30回国際農業機械展。北愛国に会場変更、名称が「国際」に

農業産出額が２５００億円突破

池田町の畑作農家、松浦穣さんが農林水産祭天皇杯を受賞

ＪＡ帯広市とＪＡかわにしが合併

ＪＡあしょろと足寄町開拓農協が合併

士幌町の酪農家、鈴木洋一さんが日本農業賞大賞を受賞

消費低迷などによる生産調整で生乳を廃棄

生乳生産量が100万トン突破

帯広川西長いも生産組合が日本農業賞大賞、農林水産祭天皇杯を受賞

第32回国際農機展が国内の口蹄疫で１年延期

第32回国際農機展が東日本大震災で中止

秋まき小麦品種「きたほなみ」本格導入

第33回国際農機展が８年ぶりに開催

肉用牛の飼育頭数が20万頭突破

管内ＪＡ取扱高が3233億円となり初めて3000億円を突破

ＪＡ中札内村枝豆事業部会が日本農業賞大賞を受賞

連続台風による甚大な農業被害

十勝農業共済組合と士幌町が組織再編

第34回国際農機展開催。ＴＰＰ１１発効

大規模停電（ブラックアウト）が酪農などに影響

ＪＡ十勝池田町とＪＡ十勝高島が合併

管内ＪＡ取扱高が過去最高の３７３５億円

コロナ禍で生乳の生産抑制、第33回国際農機展は翌年に延期
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る。私は、飼育頭数を減らして、出たふん尿

は畑の土に戻して循環させた方がいいと考え

ている。

―国も方向性を出して推進する有機農業だが、

高い栽培技術が必要な印象がある。

泉　父の代から始めたが年によって波があ

り、手作業が多いが確実に取れるわけではな

かった。一緒にいろいろな所へ行って勉強し

てきた。土の中の微生物が豊かなことが大事

で、根の張り方も違ってくる。作物を健康に

育てることで収量も安定してきた。かけた愛

情に対して、作物が応えてきてくれると年々

感じるようになっている。

　課題は除草で、手作業になるのでトラクタ

ーの何倍もの時間がかかり、人手を確保しな

いといけない。共済制度などの補償がないの

も課題。ただ、ニンジンやタマネギなど一般

的には除草剤が必要な作物ほど、有機のもの

が消費者から求められる。有機野菜の会員制

定期宅配サービスや学校給食などに出荷して

おり、楽ではないがやりがいは大きい。

―課題克服に向けた技術開発は。

相馬　農薬を使わない防除法については研究

が進んでいる。例えば夜間の畑に黄色ＬＥＤ

を照らして夜行性の害虫の動きを抑える試み

や、紫外線を使ったうどんこ病の防除、コウ

モリが出すのと同じ超音波を使った害虫対策

などがある。どうやって一般化できるかが試

験場に求められているが、泉さんの話を聞い

て有機農業の実践の中にそのヒントが含まれ

ているのではと思った。

―環境に優しい農業を十勝でどう取り入れて

いったらいいか。

泉　十勝は農業基地として生産量は確保でき

ているが、栄養価はどうなのだろうか。一軒

一軒の農家が農薬や化学肥料を減らし、少し

ずつ有機質の肥料を増やしていけば、十勝全

体が変わっていく。国も環境保全型農業に補

助金を出しているので、上手く活用してほし

いと思う。世界的にオーガニックが普及する

中で、単なる流行ではなく栄養価が注目され

て広がっていけばいい。有機農業、特別栽培

農業が営農の選択肢になるように、とかちオ

ーガニック振興会でも考えて発信していきた

い。

吉川　自然の力を最大限に引き出す農業を目

指さないといけない。足寄町にも遊休地があ

るが、活用することで温暖化防止につなが

り、農家の経営改善にもなる。北海道の酪農

というと放牧をイメージする人が多いが、実

際は違うということが理解されていない。環

境に優しい農業を進めて、都市部の人とタッ

グを組んで信頼関係を築きながら持続可能な

農業をしていかなければいけない。

相馬　十勝農業は日本、北海道の中で飛び抜

けたトップの存在。その役割とは生産するこ

とだけでなく、持続していくこと自体が日本

にとっての共有財産なのでは。農業試験場と

してはお役に立てる研究をしていかなければ

ならない。現在の農業で大成功しているが、

そこが持続可能な農業に取り組めば、他の地

域にとって大きなインパクトになる。日本や

世界にとっても十勝が取り組む意義は大きい

と思う。

いずみ農園で行われた農業体験で有機タマネギを収穫する
子どもたち。消費者との接点づくりにも取り組んでいる




